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水
島

司
著

前
近
代
南
イ
ン
ド
の
枇
曾
構
造
と
一
吐
曾
空
間

太

田

信

宏

本
書
の
著
者
で
あ
る
水
島
司
氏
は
、
南
イ
ン
ド
な
か
で
も
タ
ミ
ル
語
圏
の

農
村
枇
曾
経
済
史
に
つ
い
て
数
多
く
の
論
考
を
こ
れ
ま
で
愛
表
し
て
き
で
い

る
。
と
く
に
南
イ
ン
ド
農
村
枇
舎
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
支
配
の
意
義

は
、
こ
の
分
野
で
の
水
島
氏
の
研
究
を
貫
く
中
心
的
テ

l
マ
の
ひ
と
つ
と
一
言

え
よ
う
。
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
政
府
が
導
入
し
た
地
税
・
土
地
制
度
の
も
と
で
、

南
イ
ン
ド
農
村
枇
舎
は
照
史
的
愛
化
の
新
た
な
軌
道
を
描
く
こ
と
に
な
っ
た

が
、
水
島
氏
は
植
民
地
化
を
挟
ん
だ
前
後
数
世
紀
の
農
村
枇
舎
経
済
構
造
を

到
象
に
、
主
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
史
料
に
基
づ
く
綴
密
な
研
究
を
行
い
、
植
民

地
化
が
も
た
ら
し
た
愛
化
の
内
容
と
意
味
を
明
ら
か
に
し
て
き
で
い
る
。
そ

う
し
た
研
究
の
な
か
か
ら
英
領
期
以
前
に
闘
す
る
部
分
を
ま
と
め
、
植
民
地

化
直
前
の
一
八
世
紀
に
お
け
る
南
イ
ン
ド
農
村
枇
舎
に
つ
い
て
、
そ
の
構
造

的
把
握
と
一
燃
史
的
繁
動
の
解
明
の
二
つ
を
試
み
た
も
の
が
本
書
と
言
え
よ
う
。

本
書
を
水
島
氏
の
銃
愛
表
論
考
と
較
べ
る
と
、
基
本
的
な
問
題
閥
心
の
あ
り

方
や
典
嫁
史
料
、
全
健
的
な
議
論
の
方
向
性
と
い
う
黙
で
大
き
な
遣
い
は
見

ら
れ
な
い
が
、
議
論
の
枠
組
や
力
黙
の
置
き
方
に
は
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
は
師
抗
議
表
論
考
へ
の
言
及
は

最
低
限
に
と
ど
め
、
本
来
日
そ
の
も
の
の
内
容
に
封
象
を
絞
っ
て
紹
介
と
批
評

を
行
う
こ
と
に
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
南
イ
ン
ド
の
植
民
地
期
以
前
の
農
村
壮
曾
研
究
を
困
難
な
も

の
に
し
て
い
る
要
肉
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
史
料
の
不
足
が
あ
る
。
こ
う
し
た

朕
況
の
中
で
、
本
書
の
主
史
料
で
あ
る
『
バ
ー
ナ
ー
ド
報
告
」
と
『
ミ
l

ラ
l
シ
ダ

I
ル
権
盆
調
査
報
告
」
は
極
め
て
貴
重
な
存
在
と
い
え
る
。
本
書

序
論
の
後
半
部
分
で
説
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
雨
報
告
は
植
民
地
化
前
後

に
イ
ギ
リ
ス
嘗
局
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
、
「
ジ
ャ

l
ギ
l
ル
地
域
」
(
英
領
期

の
チ
ン
グ
ル
プ
ッ
ト
豚
に
ほ
ぼ
相
笛
)
の
二
千
以
上
の
村
落
に
つ
い
て
、
生

産
物
分
配
方
法
や
土
地
保
有
状
況
に
閲
す
る
詳
細
な
数
値
情
報
が
記
録
さ
れ

て
い
る
。
従
来
の
研
究
で
本
格
的
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
イ
ギ
リ

ス
史
料
の
「
愛
掘
」
と
徹
底
的
分
析
は
、
本
書
に
限
ら
な
い
水
島
氏
の
研
究

の
特
徴
の
ひ
と
つ
と
言
え
る
。
以
下
、
ま
ず
は
本
書
の
内
容
を
筒
車
に
紹
介

す
る
。「

序
論
」
で
は
冒
頭
で
、
本
書
の
課
題
が
最
近
の
研
究
動
向
と
関
連
付
け

ら
れ
つ
つ
提
示
さ
れ
る
。
近
年
の
イ
ン
ド
史
研
究
で
は
、
一
八
世
紀
を
イ
ン

ド
史
上
に
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
る
か
を
巡
り
議
論
が
活
設
に
展
開
さ
れ
て

い
る
。
従
来
、
一
八
世
紀
は
ム
ガ
ル
朝
衰
退
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
勢
力
進
出
に
よ

る
混
乱
の
時
代
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近

年
で
は
一
八
世
紀
の
諸
現
象
を
新
た
な
覗
貼
・
枠
組
か
ら
捉
え
直
し
、
こ
れ

ま
で
の
否
定
的
な
一
八
世
紀
像
の
再
考
を
迫
る
研
究
が
愛
表
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
動
向
を
代
表
す
る
ベ
イ
リ
!
の
研
究
が
、
一
八
世
紀
北
イ
ン
ド

に
お
け
る
「
中
間
層
」
の
愛
展
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
う
え
で
、

南
イ
ン
ド
在
地
枇
舎
の
構
造
的
繁
化
を
中
間
層
の
撞
頭
に
着
目
し
て
解
明
す

る
こ
と
が
本
書
の
課
題
と
し
て
提
示
さ
れ
る
。
本
書
が
中
間
層
と
し
て
取
り

上
げ
る
の
は
、
且
六
髄
的
に
は
、
著
者
が
「
村
落
リ
ー
ダ
ー
」
と
呼
ぶ
村
落
有

154 
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力
者
層
で
あ
り
、
彼
ら
は
行
政
や
商
業
、
金
融
等
の
諸
分
野
で
在
地
枇
舎
と

外
部
世
界
と
を
つ
な
げ
る
役
割
を
呆
た
し
て
い
た
。
な
お
、
ベ
イ
リ
ー
が
論

じ
た
「
中
間
層
」
は
都
市
を
主
な
様
貼
と
し
て
活
動
す
る
商
人
・
金
融
業
者

で
あ
り
、
水
島
氏
は
そ
れ
ら
と
の
遠
い
を
明
確
に
す
る
た
め
に
こ
う
し
た
村

落
リ
ー
ダ
ー
を
「
中
間
者
」
と
呼
ぶ
。
「
序
論
」
の
中
心
的
部
分
は
、
本
論

全
龍
の
要
約
で
あ
り
、
村
落
リ
ー
ダ
ー
撞
一
頭
の
背
景
と
、
そ
の
在
地
枇
合
へ

の
影
響
を
概
論
す
る
。

第
一
挙
「
一
八
世
紀
南
イ
ン
ド
の
在
地
枇
合
と
ミ

l
ラ
l
ス
鐙
制
」
で
は
、

一
八
世
紀
に
村
落
リ
ー
ダ
ー
が
そ
の
中
か
ら
撞
頭
す
る
こ
と
に
な
る
在
地
枇

舎
の
あ
り
方
が
、
「
ミ
l
ラ
l
ス
艦
削
」
と
い
う
再
生
産
の
仕
組
み
を
中
心

に
論
じ
ら
れ
る
。
植
民
地
化
以
前
の
南
イ
ン
ド
農
村
枇
舎
で
は
、
耕
作
農
民

と
と
も
に
様
々
な
職
業
(
「
職
分
」
)
の
人
々
|
|
書
記
、
見
張
人
、
大
工
、

鍛
冶
、
床
屋
、
壷
作
り
、
洗
濯
人
等
ー
ー
が
居
住
し
て
い
た
。
彼
ら
は
、
村

落
で
の
生
産
活
動
や
生
活
が
成
り
立
っ
た
め
に
必
要
な
財
や
労
役
を
人
々
に

提
供
し
、
そ
れ
に
針
し
て
農
業
生
産
物
の
一
部
を
牧
入
(
「
取
り
分
」
)
と
し

て
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
自
身
と
在
地
枇
舎
全
健
の
再
生
産
を
維
持
し

て
い
た
。
職
分
を
果
た
し
て
取
り
分
を
得
る
こ
と
は
、
相
績
可
能
な
権
利
と

し
て
確
立
し
、
ペ
ル
シ
ア
語
の
語
葉
を
用
い
て
「
ミ

1
ラ
1
ス
権
」
と
呼
ば

れ
た
。
「
ミ

l
ラ
l
ス
健
制
」
と
は
、
こ
う
し
た
ミ
l
ラ
l
ス
権
保
有
者
を

主
健
と
す
る
再
生
崖
値
制
の
こ
と
で
あ
る
。
第
一
節
は
、
ジ
ャ

l
ギ
l
ル
地

域
の
二
つ
の
「
地
域
」
を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
て
、
ミ
l
ラ
l
ス
韓
制
内

の
各
種
職
分
を
捨
う
「
カ
l
ス
ト
」
の
人
数
と
地
理
的
分
布
を
『
バ
ー
ナ
ー

ド
報
告
』
か
ら
調
査
し
、
以
下
の
よ
う
な
在
地
枇
舎
の
特
徴
を
指
摘
す
る
。

第
一
が
、
園
家
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
小
さ
さ
で
あ
る
。
職
分
の
う
ち
園
家
行
政

に
直
接
関
わ
る
も
の
を
保
有
す
る
人
々
の
敷
は
、
医
倒
的
に
少
数
で
あ
っ
た
。

第
二
が
、
宗
教
・
軍
事
関
係
者
を
含
む
贋
い
意
味
で
の
支
配
層
の
存
在
の
厚

き
で
あ
る
。
支
配
層
の
中
核
を
構
成
し
た
の
は
農
業
カ
l
ス
ト
で
、
彼
ら
は

在
地
枇
舎
内
部
に
あ
っ
て
数
的
に
優
位
な
立
場
に
あ
り
(
ポ
ン
ネ
リ
地
域
で

は
ヴ
エ
ツ
ラ
1
ラ
と
パ
ッ
リ
が
併
せ
て
人
口
の
二
八
%
を
占
め
る
)
、
基
層

的
階
層
と
し
て
存
在
し
た
。
ま
た
、
宗
教
的
権
威
を
帯
ぴ
た
バ
ラ
モ
ン
が
人

口
の
一
定
割
合
(
ポ
ン
ネ
リ
地
域
で
は
九
%
)
を
占
め
、
武
力
を
行
使
す
る

ポ
リ
ガ
l
ル
(
見
張
人
の
職
分
の
保
有
者
)
が
相
骨
回
数
(
ポ
ン
ネ
リ
地
域
で

は
最
大
で
五
五
人
)
存
在
し
た
。
バ
ラ
モ
ン
が
有
力
寺
院
や
数
圏
組
織
と
つ

な
が
り
を
も
ち
、
ボ
リ
ガ

l
ル
が
と
き
に
康
域
で
活
動
す
る
よ
う
に
、
雨
者

は
在
地
一
吐
舎
を
超
え
た
存
在
と
し
て
の
側
面
を
も
っ
て
い
た
o

第
三
が
、
再

生
産
腫
制
の
超
村
落
的
性
格
で
あ
る
。
職
分
保
有
者
(
「
職
人
」
)
の
空
間
的

分
布
は
全
健
的
に
は
均
衡
が
と
れ
て
い
た
も
の
の
、
日
常
的
な
生
活
や
生
産

に
不
可
訣
な
職
人
が
居
住
し
て
い
な
い
村
が
数
多
く
存
在
し
た
。
そ
の
一
方

で
、
職
人
の
居
住
の
有
無
を
問
わ
ず
、
多
く
の
村
で
は
賞
該
職
分
に
件
、
つ
取

り
分
が
授
奥
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
職
人
の
な
か
に
は
自
分
が
住
む
村
だ

け
で
な
く
、
そ
れ
以
外
の
村
で
も
職
分
を
果
た
し
て
取
り
分
を
得
て
い
た
も

の
が
存
在
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
再
生
産
健
制
で
あ
る
ミ
l
ラ
|
ス
健
制
は
、

今
村
落
の
内
部
で
完
結
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
よ
り
麿
い
「
在
地
枇
曾
」

を
車
位
と
し
て
成
立
し
て
い
た
。

第
二
節
で
は
、
ミ
l
ラ
l
ス
健
制
の
も
と
で
職
分
保
有
者
が
得
て
い
た

「
取
り
分
」
の
且
ハ
鐙
的
内
容
が
検
討
さ
れ
る
。
取
り
分
は
主
に
克
税
地
と
、

農
業
生
産
物
の
一
定
比
率
で
あ
る
手
首
か
ら
な
り
、
「
バ
ー
ナ
ー
ド
報
告
』

で
は
克
税
地
は
さ
ら
に
「
村
落
機
構
に
附
随
す
る
兎
税
地
」
と
「
村
外
者
の

財
産
で
あ
る
兎
税
地
」
に
二
分
さ
れ
て
い
る
。
前
者
を
所
有
す
る
の
が
、
村

落
で
の
日
常
的
な
生
活
と
生
産
に
不
可
飲
な
職
分
の
保
有
者
で
あ
っ
た
の
に
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封
し
て
、
後
者
の
場
合
、
多
く
は
園
家
と
在
地
枇
舎
の
中
間
に
位
置
す
る
宗

救
閥
係
者
・
機
闘
や
郡
・
豚
レ
ベ
ル
の
役
人
等
で
あ
っ
た
。
一
方
、
手
常
は
、

支
梯
わ
れ
る
段
階
等
に
臨
応
じ
て
四
種
類
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、

脱
穀
前
に
支
梯
わ
れ
る
手
首
(
全
牧
量
の
約
四
%
に
相
首
)
と
、
脱
穀
後
、

生
産
物
が
計
量
さ
れ
る
前
の
段
階
で
支
梯
わ
れ
る
手
首
(
同
じ
く
約
五
%
に

相
首
)
の
二
種
類
の
受
け
手
は
、
「
村
落
機
構
に
附
随
す
る
兎
税
地
」
の
保

有
者
と
ほ
ぼ
共
通
す
る
。
計
量
は
、
園
家
が
在
地
一
吐
舎
に
介
入
す
る
最
初
の

契
機
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
計
量
よ
り
前
に
こ
れ
ら
二
種
の
手
嘗
が
分
配
さ
れ

た
こ
と
、
な
ら
び
に
そ
れ
ら
の
手
首
率
が
村
落
聞
で
か
な
り
異
な
る
こ
と
の

二
黙
は
、
在
地
枇
舎
の
自
律
性
を
反
映
し
て
い
る
。
計
量
後
に
園
家
と
耕
作

者
が
半
分
ず
つ
負
捨
し
て
支
梯
う
手
首
(
全
収
量
の
約
一
一
一
%
に
相
首
)
の

受
け
手
は
、
多
く
が
「
村
外
者
の
財
産
で
あ
る
克
税
地
」
の
保
有
者
で
も
あ

っ
た
が
、
耕
作
者
の
使
用
人
も
含
ま
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
諸
王
子
常
が
支
携
わ
れ
た
後
で
、
残
っ
た
牧
穫
が
園
家
と
耕
作
農

民
の
聞
で
分
配
さ
れ
る
。
分
配
率
は
、
耕
作
地
の
種
類
等
に
謄
じ
て
異
な
る

だ
け
で
な
く
、
耕
作
農
民
の
性
格
や
階
層
に
よ
っ
て
も
遣
い
が
見
ら
れ
た
。

ジ
ャ

l
ギ
l
ル
地
域
に
近
い
テ
イ
ヴ
エ
ン
デ
ィ
プ
ラ
ム
地
域
(
英
領
期
の
南

ア
ル
コ
ッ
ト
牒
の
一
部
)
で
は
、
農
民
は
①
地
域
全
慢
の
領
主
的
存
在
で
あ

る
ナ
l
ッ
タ

I
ル
、
②
先
組
代
々
土
地
に
住
む
ウ
ル
ク
デ
ィ
、
③
一
時
的
に

呼
び
入
れ
ら
れ
て
耕
作
す
る
パ
ラ
ク
デ
イ
の
三
階
層
に
分
類
さ
れ
、
取
り
分

比
率
は
ウ
ル
ク
デ
イ
よ
り
も
パ
ラ
ク
デ
イ
が
高
く
、
ナ
|
ツ
タ
l
ル
は
パ
ラ

ク
デ
イ
よ
り
も
高
か
っ
た
。
「
領
主
」
で
あ
る
ナ
1
ッ
タ

1
ル
は
さ
ら
に
、

ウ
ル
ク
デ
イ
と
パ
ラ
ク
デ
イ
か
ら
生
産
物
の
一
O
%
を
「
地
代
」
と
し
て
得

て
い
た
。
ジ
ャ

l
ギ
l
ル
地
域
は
テ
イ
ル
ヴ
ェ
ン
デ
イ
プ
ラ
ム
地
域
と
異
な

り
、
ナ
l
ッ
タ

l
ル
は
一
部
に
の
み
存
在
し
、
そ
の
地
位
は
形
骸
化
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
一
方
、
「
村
落
領
主
」
で
あ
る
ミ

l
ラ
l
シ
ダ

l
ル
が
生

産
物
の
一
O
%
を
取
り
分
と
し
て
得
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、

?
?
l
ラ
l
シ
ダ
l
ル
」
と
い
う
用
語
は
、
職
分
と
そ
れ
に
附
随
す
る
取
り

分
等
に
到
し
て
相
績
可
能
な
権
利
(
ミ

l
ラ
l
ス
権
)
を
持
つ
も
の
で
あ
れ

ば
誰
に
で
も
用
い
ら
れ
得
る
が
、
本
書
で
は
イ
ギ
リ
ス
史
料
中
の
用
語
法
を

踏
襲
し
て
、
村
域
内
の
土
地
に
封
す
る
権
利
を
も
っ
「
村
落
領
主
」
の
み
が

ミ
l
ラ
l
シ
ダ
l
ル
と
呼
ば
れ
る
。
ミ

1
ラ
l
シ
ダ

l
ル
の
土
地
所
有
・
支

配
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
前
宇
部
で
よ
り
詳
し
く
論
じ
ら
れ
る
。

第
三
節
で
は
、
ミ

1
ラ
1
ス
髄
制
が
社
合
金
健
の
な
か
で
果
た
す
役
割
が
、

他
の
枇
舎
制
度
や
機
構
と
の
関
係
か
ら
考
察
さ
れ
る
。
第
一
に
、
カ
ー
ス
ト

樫
制
と
の
闘
係
で
は
、
ミ

1
ラ
l
ス
龍
制
内
の
各
職
分
は
し
ば
し
ば
特
定
の

カ
l
ス
ト
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
雨
健
制
は
相
互
に
補
強
し
あ
う
関
係
に
あ

り
、
結
果
と
し
て
、
安
定
的
な
世
舎
健
制
が
長
期
に
渡
っ
て
維
持
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
第
二
に
、
図
'
家
と
の
閥
係
で
は
、
岡
家
は
職
分
保
有
者
の
手

首
を
一
部
負
捨
し
、
さ
ら
に
は
各
種
手
首
を
梯
っ
た
後
の
生
産
物
か
ら
耕
作

農
民
の
取
り
分
を
除
い
た
部
分
を
自
ら
の
取
り
分
と
し
た
よ
う
に
、
ミ
ー

ラ
l
ス
髄
制
の
一
員
で
あ
っ
た
o

た
だ
し
、
ミ

I
ラ
l
ス
際
削
の
根
幹
は
、

「
高
度
な
自
律
性
を
維
持
す
る
在
地
枇
曾
」
で
あ
り
、
園
家
は
自
ら
の
官
僚

機
構
を
通
じ
て
在
地
祉
舎
を
支
配
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
在
地
枇
舎
を
恨
幹

と
す
る
ミ

1
ラ
l
ス
樫
制
に
依
存
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
図
『
家
位
一
寸
に

封
し
て
自
律
的
に
存
在
し
た
寺
院
や
軍
事
領
主
的
ポ
リ
ガ

l
ル
も
、
ミ
ー

ラ
1
ス
健
制
内
の
諸
権
益
を
自
ら
の
支
え
と
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
ミ

1

ラ
|
ス
龍
制
は
、
園
家
や
ポ
リ
ガ

l
ル
等
の
在
地
枇
舎
を
超
え
た
レ
ベ
ル
の

存
在
と
在
地
枇
舎
と
を
結
び
つ
け
、
枇
命
日
全
種
の
統
合
と
再
生
産
を
確
保
す

る
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。
近
代
以
前
の
南
イ
ン
ド
で
は
、
人
々
や
機
構
は
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ミ
I
ラ
l
ス
樫
制
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
存
在
し
、
そ
の
富
や
力
、
地
位
は
同

樫
制
内
の
職
八
刀
/
取
り
分
の
か
た
ち
を
と
っ
た
。
こ
う
し
た
ミ

l
ラ
l
ス
健

制
の
機
能
は
、
「
一
吐
曾
的
文
法
」
と
呼
べ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

第
二
章
「
商
業
『
父
易
活
動
の
展
開
と
ミ

1
ラ
|
ス
健
制
の
崩
壊
」
で
は
、

一
八
世
紀
に
お
け
る
商
業
・
交
易
の
設
展
と
、
そ
れ
が
ミ

1
ラ
l
ス
健
制
に

到
し
て
及
ぼ
し
た
影
響
が
論
じ
ら
れ
る
。
第
一
節
で
は
、
常
時
の
商
工
業
活

動
が
、
ミ

l
ラ
l
ス
値
制
の
内
側
に
充
分
に
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
な
く
展
開

し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
『
バ
ー
ナ
ー
ド
報
告
』
に
は
商

人
や
手
織
工
等
へ
の
克
税
地
や
手
首
が
見
ら
れ
ず
、
ま
た
、
商
人
や
手
織
工

か
ら
関
税
と
と
も
に
徴
牧
さ
れ
た
手
首
の
主
要
な
受
け
手
は
、
在
地
枇
舎
の

構
成
員
の
一
部
に
限
ら
れ
て
い
た
。
商
工
業
者
と
ミ

l
ラ
l
ス
腫
制
と
の
関

係
は
「
部
分
的
」
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況

の
中
で
の
商
工
業
の
後
展
は
ミ

l
ラ
I
ス
際
制
の
動
揺
を
惹
起
し
、
ミ
ー

ラ
I
シ
ダ
l
ル
権
が
頻
繁
に
責
買
さ
れ
る
事
態
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
。
第

二
節
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
闘
の
東
イ
ン
ド
合
祉
に
よ
る
海
上
交
易
に
牽
引

さ
れ
た
商
工
業
の
愛
展
が
先
行
研
究
に
依
嫁
し
て
概
観
さ
れ
る
と
と
も
に
、

急
成
長
す
る
マ
ド
ラ
ス
や
ポ
ン
デ
イ
シ
エ
リ

1
等
の
植
民
都
市
と
農
村
と
の

聞
の
農
産
物
取
引
の
賓
態
が
一
次
史
料
か
ら
検
議
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
農
産

物
取
引
も
ま
た
、
ミ

l
ラ
l
ス
懐
制
の
外
側
で
展
開
し
、
在
地
世
舎
の
再
生

産
健
制
と
し
て
の
同
値
制
の
役
割
を
低
ド
さ
せ
、
そ
の
解
慢
を
も
た
ら
す
も

の
で
あ
っ
た
。
第
三
節
は
、
増
大
す
る
農
産
物
取
引
を
支
え
た
流
通
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
存
在
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
首
時
見
ら
れ
た
商
人
の
徴
税
請
負

人
化
の
意
義
を
論
じ
る
。
ミ

l
ラ
l
ス
健
制
の
も
と
で
は
、
徴
税
請
負
は
園

家
の
取
り
分
だ
け
に
関
わ
る
事
象
で
あ
り
、
そ
の
徴
税
請
負
が
一
吐
舎
全
慢
の

構
造
を
開
制
比
え
て
し
ま
う
ほ
ど
岡
家
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
大
き
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
。第

三
章
「
村
落
リ
ー
ダ
ー
の
撞
頭
と
一
八
世
紀
の
政
治
経
済
印
刷
究
動
」
で
は
、

一
八
世
紀
に
お
け
る
ミ

1
ラ
l
ス
樫
制
動
指
の
現
わ
れ
と
し
て
、
同
位
制
の

「
甘
揖
幹
的
枇
合
同
階
層
」
で
あ
る
ミ

1
ラ
1
シ
ダ

1
ル
の
聞
か
ら
「
村
落
リ
ー

ダ
ー
」
と
い
う
新
し
い
階
層
が
撞
頭
し
て
き
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
る
。
ミ
ー

ラ
|
シ
ダ

1
ル
は
、
一
つ
の
村
を
単
濁
で
、
あ
る
い
は
複
数
の
株
(
シ
ェ

ア
)
に
分
け
て
「
所
有
」
し
、
そ
の
権
利
は
農
地
に
と
ど
ま
ら
ず
、
林
や
水

と
い
っ
た
村
落
内
の
全
て
の
資
源
に
及
ん
で
い
た
。
こ
の
意
味
で
、
彼
ら
は

車
な
る
土
地
所
有
者
で
は
な
い
「
村
落
領
主
」
で
あ
っ
た
。
章
の
前
半
で
は
、

ミ
l
ラ
l
シ
ダ

l
ル
の
あ
り
方
が
『
ミ

l
ラ
l
シ
ダ

l
ル
権
盆
調
査
報
告
』

に
依
探
し
て
検
討
さ
れ
る
。
ま
ず
第
一
節
で
は
、
ミ

l
ラ
l
シ
ダ

l
ル
が
保

有
し
た
株
の
規
模
と
分
布
が
示
さ
れ
る
。
一
八
世
紀
末
の
ジ
ャ

I
ギ
l
ル
地

域
全
二
二

O
-
村
の
全
ミ

l
ラ
l
シ
ダ

l
ル
お
よ
そ
一
高
人
弱
が
保
有
す
る

株
の
内
谷
を
分
析
す
る
と
、
彼
ら
の
ほ
ぼ
九
割
が
一
か
ら
二
村
落
に
の
み
株

を
保
有
し
、
ま
た
、
そ
の
保
有
す
る
株
の
規
模
が
一
村
落
分
以
下
の
者
が
全

健
の
九
割
強
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
つ
ま
り
、
ミ

1
ラ
l
シ

ダ
1
ル
は
基
本
的
に
は
村
落
レ
ベ
ル
の
存
在
で
あ
っ
た
。
次
に
第
二
節
で
は
、

ミ
|
ラ
l
シ
ダ
|
ル
の
村
落
支
配
が
在
地
枇
曾
レ
ベ
ル
の
虞
域
的
な
カ

l
ス

ト
構
造
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
ミ

l
ラ
l
シ
ダ

l

ル
の
人
名
か
ら
カ

l
ス
ト
を
推
定
す
る
と
、
多
く
の
村
落
で
は
、
少
数
の

カ
l
ス
ト
が
ミ

l
ラ
l
シ
ダ

l
ル
権
を
寡
占
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
少
数
カ

l
ス
ト
に
よ
る
ミ

l
ラ
l
シ
ダ

l
ル
権
の
寡

占
は
マ
ガ
ン
(
ジ
ャ

l
ギ
l
ル
地
域
を
構
成
す
る
複
数
の
「
地
域
」
と
村
落

と
の
中
間
の
空
間
車
位
)
の
レ
ベ
ル
で
も
確
認
で
き
る
。
村
落
を
超
え
た
レ

ベ
ル
で
の
寡
山
的
な
ミ

I
ラ
l
シ
ダ

I
ル
・
カ

l
ス
ト
の
結
合
と
、
そ
う
し
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た
彼
ら
と
他
カ

l
ス
ト
集
圏
と
の
聞
で
成
立
す
る
カ

l
ス
ト
的
支
配
従
属
関

係
が
、
個
々
の
村
落
に
封
す
る
ミ

l
ラ
l
シ
ダ
l
ル
の
支
配
を
可
能
に
し
て

い
た
の
で
あ
っ
た
。

第
三
節
以
降
で
、
ミ
l
ラ

I
シ
ダ
l
ル
の
中
か
ら
「
村
落
リ
ー
ダ
ー
」
と

い
う
新
た
な
階
層
が
一
八
世
紀
に
撞
一
顕
し
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
る
。
『
バ
ー

ナ
ー
ド
報
告
』
に
は
「
村
の
長
」
あ
る
い
は
「
住
民
の
長
」
が
登
場
す
る
が
、

彼
ら
が
克
税
地
を
保
有
す
る
の
は
一
部
の
村
だ
け
で
あ
り
、
手
首
類
は
全
く

受
け
取
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
事
賓
は
、
彼
ら
の
撞
頭
が
新
し
い
現

象
で
あ
り
、
彼
ら
が
ミ
l
ラ
|
ス
樫
制
か
ら
な
か
ば
抜
け
出
し
た
存
在
で
あ

る
こ
と
を
示
す
。
彼
ら
は
ミ

1
ラ
|
シ
ダ

1
ル
層
の
聞
か
ら
撞
頭
し
た
が
、

そ
の
あ
り
方
は
ミ

1
ラ
l
ス
龍
制
と
の
関
係
を
含
め
て
、
ミ
ー
ラ

1
シ
ダ
|

ル
と
は
根
本
的
に
異
な
り
、
「
村
落
リ
ー
ダ
ー
」
と
呼
ぶ
べ
き
新
た
な
階
層

を
地
域
内
で
形
成
し
た
。
第
四
節
で
は
、
村
落
リ
ー
ダ
ー
撞
頭
の
一
刷
合
経
済

的
背
景
が
論
じ
ら
れ
る
。
商
業
が
設
展
す
る
中
で
、
商
業
を
通
じ
て
富
を
蓄

積
し
た
者
た
ち
を
中
心
に
ミ

l
ラ
l
シ
ダ
l
ル
権
が
頻
繁
に
取
引
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
大
都
市
を
含
む
遠
隔
地
在
住
者
が
ミ

l
ラ
l
シ
ダ

l
ル
と
し
て

在
地
枇
舎
に
入
り
込
ん
だ
結
果
、
ミ

l
ラ
I
ス
憶
制
を
支
え
て
き
た
カ

l
ス

ト
構
造
が
大
き
く
愛
化
し
、
村
の
共
同
程
的
結
ム
口
は
弱
樫
化
し
た
。
こ
う
し

た
状
況
の
も
と
で
、
カ
l
ス
ト
構
造
に
依
挟J

し
な
い
村
落
リ
ー
ダ
ー
が
撞
頭

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第
五
節
は
、
南
ア
ル
コ

y
ト
地
域
の
「
グ
ラ
マ
ッ
タ

ン
(
村
の
長
)
」
を
事
例
と
し
て
、
村
落
リ
ー
ダ
ー
の
あ
り
方
が
論
じ
ら
れ

る
。
『
グ
ラ
マ
ッ
タ
ン
収
支
簿
』
と
い
う
史
料
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
は
政
府
に

よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
私
的
な
徴
牧
を
行
い
、
そ
の
額
が
村
全
樫
か
ら

徴
収
さ
れ
る
地
税
額
の
宇
分
に
及
ぶ
場
合
す
ら
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
史
料
に

記
載
さ
れ
た
支
出
項
甘
か
ら
は
、
彼
ら
が
村
の
諸
活
動
の
ス
ポ
ン
サ
ー
に
な

っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
彼
ら
は
政
府
が
認
め
て
い
な
い
徴
収
を
行
う
貼

で
園
家
に
針
し
て
自
律
的
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
職
人
の
手

首
を
着
服
す
る
等
、
在
地
枇
舎
か
ら
も
自
律
的
に
行
動
し
て
い
た
。
グ
ラ
マ

ツ
タ
ン
に
代
表
さ
れ
る
村
落
リ
ー
ダ
ー
は
、
ミ

l
ラ
l
ス
憧
制
に
依
存
し
て

い
た
の
で
は
な
く
、
反
針
に
、
ミ

l
ラ
l
ス
憧
制
を
侵
食
し
て
従
来
の
政
治

枇
舎
秩
序
を
脅
か
す
一
方
で
、
自
ら
の
自
律
的
な
基
盤
を
確
立
し
、
新
た
な

祉
舎
を
創
り
出
し
て
い
く
存
在
で
あ
っ
た
。

「
結
五
巴
で
は
、
村
落
リ
ー
ダ
ー
の
植
民
地
化
後
の
歴
史
が
極
め
て
筒
潔

に
記
さ
れ
る
。
植
民
地
政
府
に
よ
っ
て
力
を
大
き
く
削
が
れ
た
彼
ら
は
ミ

1

ラ
|
シ
ダ

1
ル
暦
に
埋
浸
し
、
さ
ら
に
、
ミ

l
ラ
1
シ
ダ
l
ル
の
力
も
や
が

て
植
民
地
政
府
に
よ
っ
て
剥
奪
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
構
成
と
内
容
の
本
書
が
、
植
民
地
期
以
前
の
南
イ
ン
ド
農

村
枇
曾
研
究
に
も
つ
意
義
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
改
め
て
強
調
す
る
ま
で
も

な
い
で
あ
ろ
う
。
膨
大
な
数
値
史
料
が
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
等
を
駆
使
し
て

慮
理
、
分
析
さ
れ
る
な
か
か
ら
(
作
成
さ
れ
た
園
表
は
膨
大
な
数
に
上
り
、

そ
の
一
部
は
添
附
の
わ
り
月

O
Z
に
収
録
さ
れ
て
い
る
)
、
再
生
産
健
制
と

し
て
の
ミ

I
ラ
l
ス
健
制
が
理
論
的
に
再
構
築
さ
れ
て
い
く
本
書
は
、
構
想

力
と
賓
詮
性
の
黙
で
こ
れ
ま
で
の
英
領
期
以
前
の
南
イ
ン
ド
農
村
枇
舎
研
究

と
は
一
線
を
書
一
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
重
要
性
を
前
提
と
し
た
う
え

で
、
こ
こ
で
は
許
者
が
疑
問
と
感
じ
た
貼
ゃ
、
今
後
更
な
る
検
討
が
必
要
と

思
わ
れ
る
黙
を
幾
っ
か
記
す
こ
と
に
す
る
。

第
一
に
、
本
書
で
定
式
化
さ
れ
た
か
た
ち
で
の
ミ

1
ラ
l
ス
健
制
は
、
南

イ
ン
ド
に
お
い
て
ど
こ
ま
で
普
遍
的
に
見
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
水
島
氏

は
ミ

l
ラ
l
ス
値
制
の
「
基
層
的
枇
舎
階
層
」
で
あ
る
ミ

l
ラ
l
シ
ダ

l
ル

が
南
イ
ン
ド
の
大
半
の
村
に
存
在
し
て
い
た
と
記
す
一
方
で
、
テ
イ
ル
ヴ
エ
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ン
デ
イ
プ
ラ
ム
地
域
に
は
ミ

I
ラ
l
シ
ダ

I
ル
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
推
測

し
て
い
る
。
タ
ミ
ル
語
圏
内
に
ミ
l
ラ
I
シ
ダ
|
ル
不
在
の
地
域
が
あ
る
こ

と
は
、
一
部
の
研
究
者
も
肢
に
指
摘
し
て
い
る
。
ミ

l
ラ
l
シ
ダ

l
ル
を

「
基
層
」
と
す
る
ミ

1
ラ
1
ス
懐
制
は
、
南
イ
ン
ド
で
必
ず
し
も
普
遍
的
に

見
ら
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
一
方
で
、
ミ

1
ラ
|
シ
ダ
|
ル
不

在
地
域
で
あ
る
テ
イ
ル
ヴ
エ
ン
デ
イ
プ
ラ
ム
地
域
に
お
い
て
も
、
本
書
に
よ

れ
ば
、
ミ

l
ラ
l
ス
値
制
ド
に
お
け
る
も
の
と
「
基
本
的
に
同
じ
性
格
」
の

農
業
生
産
物
配
分
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
一
般
的
に
ミ

l
ラ
l
シ
ダ
l

ル
不
在
地
域
と
さ
れ
る
デ
カ
ン
高
原
の
カ
ン
ナ
ダ
語
圏
に
お
い
て
も
、
一
九

世
紀
初
頭
に
調
査
族
行
し
た
ブ
キ
ヤ
ナ
ン
の
記
録
等
に
し
た
が
え
ば
、
村
長

や
職
人
を
受
け
手
と
す
る
類
似
し
た
農
業
生
崖
物
配
分
制
度
が
存
在
し
た
。

牧
穫
の
一
定
割
合
を
職
人
の
手
常
と
し
て
分
配
す
る
制
度
は
、
ミ

l
ラ
l
シ

ダ
I
ル
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
南
イ
ン
ド
各
地
で
慶
く
見
ら
れ
た
こ
と
が
推
測

さ
れ
る
。
こ
の
推
測
が
正
し
い
と
す
る
と
、
水
島
氏
が
ミ

l
ラ
l
ス
樫
制
と

し
て
一
括
し
て
と
ら
え
る
健
制
は
、
少
な
く
と
も
二
つ
の
部
分
、
つ
ま
り
①

南
イ
ン
ド
に
一
般
的
な
職
人
生
寸
を
封
象
と
す
る
生
産
物
配
分
制
度
と
、
②
一

部
地
域
に
の
み
後
展
し
た
ミ
ー
ラ
|
シ
ダ
|
ル
に
よ
る
村
落
領
有
制
度
に
分

け
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
ミ
ー
ラ

1
シ
ダ
|

ル
が
存
在
し
た
ジ
ャ

l
ギ

l
ル
地
域
の
記
録
で
あ
る
『
バ
ー
ナ
ー
ド
報
告
』

の
内
容
に
も
、
こ
う
し
た
匝
分
を
前
提
に
し
て
は
じ
め
て
整
合
的
に
理
解
で

き
る
部
分
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
『
バ
ー
ナ
ー
ド
報
告
』
で
は
、
各
種

手
首
が
支
携
わ
れ
た
後
、
時
四
っ
た
収
穫
物
が
園
家
と
「
耕
作
者
」
の
聞
で
分

割
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
耕
作
者
」
の
取
り
分
の
中
に
、

ミ
I
ラ
l
シ
ダ

I
ル
が
「
領
主
」
と
し
て
得
る
「
地
代
」
分
が
含
ま
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
水
島
氏
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
同
報
告
に
記
録
さ

れ
て
い
な
い
。
『
バ
ー
ナ
ー
ド
報
告
』
(
の
も
と
に
な
っ
た
現
地
文
書
)
が
上

記
①
部
分
の
み
に
関
す
る
記
録
で
あ
っ
た
と
捉
え
れ
ば
、
上
記
②
部
分
の
一

部
で
あ
る
ミ

1
ラ
l
シ
ダ

1
ル
と
耕
作
者
農
民
と
の
間
で
の
生
産
物
配
分
方

法
が
記
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
不
自
然
で
は
な
く
な
る
。

一
計
者
の
理
解
が
正
し
け
れ
ば
、
ミ

1
ラ
1
ス
健
制
と
は
植
民
地
期
以
前
の

南
イ
ン
ド
枇
舎
を
把
握
す
る
モ
デ
ル
と
し
て
提
唱
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
モ

デ
ル
と
し
て
の
一
般
性
と
い
う
親
知
か
ら
は
、
ミ

l
ラ
l
シ
ダ

l
ル
を
「
基

層
」
と
し
な
い
か
た
ち
で
ミ

l
ラ
l
ス
健
制
を
再
定
式
化
す
る
こ
と
が
望
ま

れ
る
よ
、
つ
に
思
わ
れ
る
。

第
二
に
、
在
地
枇
舎
に
お
け
る
権
力
構
造
の
問
題
で
あ
る
。
本
書
は
、

ミ
l
ラ
l
ス
健
制
の
も
と
で
の
農
業
生
産
物
配
分
方
法
を
主
に
論
じ
る
た
め
、

や
む
を
得
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
在
地
社
舎
の
全
際
像
を
把
握
す
る
の
に

必
要
と
思
わ
れ
る
他
の
側
面
|
|
例
え
ば
、
徴
税
を
含
む
行
政
や
紛
争
調
停

の
問
題
|
|
は
議
論
の
枠
組
の
外
に
取
り
残
さ
れ
て
い
る
。
生
産
物
配
分
に

関
し
で
も
、
取
り
分
を
め
ぐ
る
争
い
が
起
こ
っ
た
と
き
に
そ
れ
を
訓
停
・
裁

定
す
る
の
は
誰
で
あ
っ
た
の
か
、
手
首
の
「
公
正
」
な
配
分
は
ど
の
よ
う
に

確
保
さ
れ
た
の
か
等
、
賓
際
の
配
分
に
伴
、
つ
諸
問
題
は
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
な
い
。
自
律
的
と
さ
れ
る
在
地
枇
舎
が
白
ら
を
律
す
る
機
制
の
解

明
は
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
本
書
で
は
、
ミ
ー

ラ
l
シ
タ

l
ル
に
よ
る
村
落
支
配
が
言
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
「
支

配
」
の
中
身
、
特
に
人
を
封
象
と
し
た
支
配
従
属
閥
係
が
詳
し
く
説
明
さ
れ

て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

在
地
枇
舎
内
の
権
力
構
造
と
の
闘
連
で
気
に
な
っ
た
の
が
、
「
バ
ー
ナ
ー

ド
報
告
」
に
登
場
す
る
デ
l
シ
ユ
ム
ク
や
カ

l
ヌ
ン
ゴ

l
が
在
地
枇
舎
の
中

核
で
は
な
く
周
縁
に
、
「
園
家
の
官
吏
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
黙
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で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
役
職
は
同
時
代
の
マ
ラ

l
タ
l
地
方
を
中
心
と
し
た
デ

カ
ン
に
属
く
見
ら
れ
た
役
職
で
あ
り
、
同
地
方
の
ミ

l
ラ
l
ス
髄
制
と
類
似

し
た
ワ
タ
ン
健
制
下
の
地
域
枇
舎
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
と
し
て
、
徴

税
や
紛
争
調
停
で
大
き
な
役
割
を
捨
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
同

名
の
役
職
で
あ
っ
て
も
、
地
域
や
時
代
に
よ
っ
て
そ
の
役
割
や
性
格
が
異
な

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
本
書
に
は
、
ジ

ャ
I
ギ
I
ル
地
域
の
デ
l
シ
ユ
ム
ク
が
デ
カ
ン
地
方
の
そ
れ
と
は
異
な
る

「
官
吏
」
的
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
一
不
す
根
擦
は
見
嘗
た
ら
な
い
。
ミ
ー

ラ
|
ス
健
制
下
の
在
地
祉
舎
内
部
に
お
け
る
支
配
従
属
関
係
の
あ
り
方
を
議

論
す
る
に
は
、
デ

1
シ
ユ
ム
ク
等
の
役
割
と
性
格
の
検
討
が
不
可
扶
で
あ
ろ

う
。
な
お
、
本
書
で
は
史
料
か
ら
の
引
用
を
含
め
て
、
彼
ら
に
つ
い
て
「
デ

ィ
ス
ト
リ
ク
ト
の
長
や
書
記
」
、
「
郡
レ
ベ
ル
の
L
L
級
役
人
」
、
「
豚
レ
ベ
ル
の

デ
l
シ
ュ
ム
ク
」
等
の
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
「
ア
イ
ス
ト
リ
ク
ト
」
、

「
郡
」
、
「
豚
」
の
聞
の
関
係
、
ま
た
、
こ
れ
ら
と
ジ
ャ

l
ギ
l
ル
地
域
の
下

位
匿
分
で
あ
る
「
地
域
」
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
ま
た
、
ジ
ャ

l
ギ

l
ル
地
域
内
の
行
政
・
空
間
車
位
の
現
地
語
名
稀

と
し
て
「
パ
ラ
ガ
ナ
」
と
「
シ

l
マ
イ
」
の
二
つ
が
登
場
す
る
が
、
両
者
は

と
も
に
「
地
域
」
に
相
賞
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
行
政
・
空
間
単
位
と
の
関

連
で
さ
ら
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
再
生
産
の
車
位
で
あ
る
「
在
地
枇
曾
」
の
地

理
的
範
域
に
つ
い
て
、
一
燃
史
上
の
あ
る
段
階
ま
で
は
マ
ガ
ン
に
相
賞
し
て
い

た
こ
と
を
示
唆
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
が
、
は
っ
き
り
と
は
特
定
さ
れ
て
い

な
い
。
あ
る
い
は
「
在
地
利
曾
」
と
は
、
賓
刷
版
的
な
も
の
で
は
な
く
方
法
論

に
閥
わ
る
概
念
的
な
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
よ
り
明
解
な
説
明
が
欲
し
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
三
に
、
ミ
l
ラ
l
ス
樫
制
と
カ

l
ス
ト
懐
制
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
疑

聞
で
あ
る
。
ミ
l
ラ
l
シ
ダ
l
ル
に
よ
る
支
配
に
関
連
し
て
、
本
書
で
は
、

村
落
と
マ
ガ
ン
の
雨
レ
ベ
ル
で
ミ

l
ラ
l
シ
ダ
l
ル
権
の
寡
占
状
況
、
つ
ま

り
、
ミ

l
ラ
l
シ
ダ
l
ル
の
カ

l
ス
ト
が
少
数
に
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
指

摘
さ
れ
、
そ
う
し
た
寡
占
的
な
ミ

l
ラ
l
シ
ダ
l
ル
・
カ

l
ス
ト
の
康
域
的

な
紐
帯
が
彼
ら
の
支
配
を
支
え
て
い
た
と
さ
れ
る
。
ミ
l
ラ
l
シ
ダ
l
ル
権

が
少
数
の
カ

l
ス
ト
に
よ
っ
て
寡
占
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
言
い
換

え
れ
ば
、
車
濁
の
カ
l
ス
ト
に
よ
っ
て
濁
占
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
ミ

l
ラ
1
シ
ダ
l
ル
の
カ

l
ス
ト
が
「
少
数
」
で
あ
る
と

い
う
事
賓
に
つ
い
て
、
本
書
の
議
論
は
多
数
で
は
な
く
少
数
で
あ
る
黙
に
着

目
し
、
ミ

1
ラ
1
シ
ダ
|
ル
の
カ

1
ス
ト
的
紐
帯
に
基
づ
く
集
園
的
結
集
が

彼
ら
の
支
配
を
支
え
た
と
説
く
の
だ
が
、
こ
れ
と
は
反
封
に
、
少
数
で
は
あ

っ
て
も
軍
一
で
は
な
い
貼
に
着
目
し
、
そ
れ
が
特
定
範
域
内
の
ミ

l
ラ
l
シ

ダ
l
ル
の
集
国
的
結
集
を
困
難
に
し
て
い
た
と
い
う
解
糖
も
可
能
な
筈
で
あ

る
。
(
貫
際
、
水
島
氏
の
二

O
O
六
年
後
表
論
文
で
は
、
車
一
カ

l
ス
ト
に
よ

る
濁
占
状
、
記
に
な
い
こ
と
が
重
視
さ
れ
、
ミ

l
ラ
l
シ
ダ
l
ル
の
地
位
の
支

え
と
し
て
、
彼
ら
の
カ
l
ス
ト
的
紐
帯
で
は
な
く
、
ミ
l
ラ
l
シ
ダ
l
ル
権

そ
の
も
の
の
強
固
さ
が
奉
げ
ら
れ
て
い
る
(
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0

会
八
世
紀
末
に
見
ら
れ

た
ミ
|
ラ

1
シ
タ
|
ル
権
寡
占
状
況
を
歴
史
的
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る

の
か
|
|
例
え
ば
、
濁
占
欣
況
の
山
刷
れ
た
結
果
な
の
か
、
あ
る
い
は
「
本
来

的
」
な
あ
り
方
な
の
か
|
|
は
、
ミ

l
ラ
l
ス
樫
制
の
一
八
世
紀
に
お
け
る

饗
容
の
問
題
と
も
関
わ
る
重
要
な
論
貼
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
ミ
ー

160 
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ラ
I
シ
ダ

l
ル
権
を
寡
占
す
る
カ

l
ス
ト
の
内
部
的
紐
帯
(
寡
占
的
な
少
数

の
カ

l
ス
ト
聞
の
関
係
の
問
題
は
と
り
あ
え
ず
措
い
て
も
)
は
ど
の
よ
う
に

し
て
形
成
・
維
持
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
書
で
は
、
カ

l
ス
ト
序
列
や

カ
|
ス
ト
的
紐
帯
が
、
ミ

1
ラ
1
シ
ダ

1
ル
に
よ
る
支
配
と
の
閥
連
を
中
心

に
ミ

1
ラ
l
ス
健
制
存
績
の
機
制
と
し
て
言
及
さ
れ
る
が
、
そ
う
し
た
立
論

は
仮
説
の
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
カ
|
ス
ト
韓
制
と

ミ
l
ラ
l
ス
樫
制
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
さ
ら
な
る
検
誼
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
英
領
期
以
前
の
カ

l
ス
ト
髄
制
を
論
じ
る
際
、
英
領
期
に
普
及
し
た

「カ

l
ス
ト
」
を
巡
る
諸
言
説
を
「
事
賓
」
と
誤
認
し
、
時
間
軸
を
遡
っ
て

首
て
は
め
な
い
慎
重
さ
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
い

で
あ
ろ
、
つ
。

第
四
に
、
本
書
で
は
、
在
地
枇
舎
の
自
律
性
と
釘
に
な
っ
て
、
園
家
、
特

に
ヴ
イ
ジ
ャ
ヤ
ナ
ガ
ラ
王
図
解
模
以
後
の
地
域
政
権
の
脆
弱
さ
が
強
調
さ
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
十
八
世
紀
に
ジ
ャ

I
ギ
l
ル
地
域
を
支
配
し
た
ア
ル

コ
ッ
ト
の
ナ
ワ
ー
プ
を
は
じ
め
と
す
る
嘗
時
の
南
イ
ン
ド
諸
園
家
の
脆
弱
さ
、

あ
る
い
は
政
治
的
混
乱
に
つ
い
て
本
書
で
記
さ
れ
た
内
容
は
一
般
的
な
も
の

で
あ
り
、
英
領
期
に
植
民
地
支
配
を
正
骨
固
化
す
る
べ
く
編
ま
れ
た
歴
史
紋
辿

中
の
否
定
的
な
一
八
世
紀
像
と
大
き
く
異
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
近

年
の
研
究
で
は
、
一
八
世
紀
イ
ン
ド
各
地
の
諸
政
権
が
互
い
に
抗
争
し
な
が

ら
、
よ
り
「
集
権
的
」
な
統
治
懐
制
の
構
築
を
試
み
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
ナ
ワ
l
ブ
が
そ
う
し
た
政
権
で
あ
っ
た
の
か
は
こ
れ
ま
で
の
研

究
か
ら
は
明
ら
か
と
な
っ
て
い
な
い
が
、
同
政
権
が
「
脆
弱
」
で
あ
っ
た
こ

と
を
所
興
の
前
提
と
す
る
か
の
よ
う
な
本
書
の
議
論
は
説
得
力
を
絞
く
と
言

わ
ざ
る
を
え
な
い
。

岡
家
が
脆
弱
で
あ
っ
た
と
い
う
論
結
と
関
連
す
る
が
、
ポ
リ
ガ

I
ル
が
園

家
か
ら
自
律
的
な
軍
事
領
主
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
問
題

が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
『
バ
ー
ナ
ー
ド
報
告
』
中
、
ポ
リ
ガ

I
ル
は
治

安
維
持
の
職
分
保
有
者
と
し
て
登
場
し
、
彼
ら
の
う
ち
、
数
十
村
に
権
盆
を

も
つ
も
の
が
「
政
治
的
に
非
常
に
自
律
性
の
高
い
」
「
軍
事
領
主
的
ボ
リ

ガ
1
ル
」
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
疑
問
な
の
が
、
慶
域
で
活
動
す
る
と
は
一
百
え
、

あ
く
ま
で
も
治
安
維
持
を
職
分
と
す
る
「
見
張
人
」
が
「
領
主
」
と
呼
ば
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
水
島
氏
は
、
タ
ミ
ル
語
圏
南
部
マ
ド
ゥ
ラ
イ
地
方
の
軍
事

領
主
的
な
ポ
リ
ガ

l
ル
を
主
な
封
象
と
し
た
先
行
研
究
を
援
用
し
て
、
ジ

ャ
l
ギ
l
ル
地
域
の
大
規
模
な
ポ
リ
ガ

l
ル
を
「
軍
事
領
主
」
と
規
定
し
て

い
る
。
し
か
し
、
同
じ
「
ボ
リ
ガ
l
ル
」
で
あ
っ
て
も
地
域
に
よ
っ
て
そ
の

性
格
が
異
な
る
叶
能
性
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
本
書
に
は
、

ジ
ャ

l
ギ

I
ル
地
域
の
大
ポ
リ
ガ

l
ル
が
「
領
主
」
と
呼
ば
れ
る
に
値
す
る

政
治
的
支
配
を
同
地
域
内
で
行
っ
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
史
料
は
不
さ
れ

て
い
な
い
。
本
書
は
、
軍
事
領
主
的
ポ
リ
ガ
l
ル
の
例
と
し
て
「
カ
ラ
ス
ト

リ
の
ラ
l
ジ
ヤ
」
を
翠
げ
、
彼
ら
の
白
律
性
の
基
盤
が
克
税
村
五
村
を
は
じ

め
と
す
る
ミ

l
ラ
1

ス
健
制
内
の
諸
権
盆
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
カ
ラ
ス
ト
リ
の
ラ
l
ジ
ヤ
」
は
、
カ

1
ラ
ハ
ス
テ

イ
(
マ
ド
ラ
ス
の
北
西
約
会

0
0
キ
ロ
に
位
置
す
る
)
を
本
擦
と
し
、
ヴ
イ

ジ
ヤ
ヤ
ナ
ガ
ラ
王
国
期
ま
で
遡
る
歴
史
を
も
っ
支
配
者
一
族
の
こ
と
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
か
。
彼
ら
は
本
擦
周
漫
に
大
領
地
を
も
ち
、
克
税
村
五
村
と
い

う
の
は
あ
く
ま
で
も
ジ
ャ

l
ギ

l
ル
地
域
内
に
保
有
す
る
権
盆
に
す
ぎ
な
い

と
推
測
さ
れ
る
。
彼
ら
の
自
律
性
を
支
え
た
の
は
、
あ
く
ま
で
も
そ
の
慶
大

な
領
地
で
あ
っ
て
、
ミ

l
ラ
l
ス
鰹
制
内
の
諸
権
盆
で
あ
っ
た
と
は
考
え
難

い
。
ま
た
、
そ
の
肖
律
性
の
賓
態
も
、
さ
ら
に
慎
重
に
検
詮
す
る
必
要
が
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
彼
ら
が
領
地
で
は
な
い
ジ
ャ

I
ギ
l
ル
地
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域
で
「
ポ
リ
ガ

l
ル
」
の
職
分
を
ナ
ワ
l
ブ
か
ら
奥
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
な

ら
ば
、
そ
れ
は
、
彼
ら
が
勢
力
を
世
間
大
さ
せ
て
い
く
上
で
園
家
と
の
結
び
つ

き
が
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
ま

た
そ
れ
を
園
家
の
側
に
即
し
て
言
う
な
ら
ば
、
園
家
は
ミ

l
ラ
l
ス
健
制
の

職
分
を
外
部
者
(
こ
こ
で
は
「
カ
ラ
ス
ト
リ
の
ラ
l
ジ
ヤ
」
)
に
輿
え
ら
れ

る
だ
け
の
支
配
力
を
在
地
枇
舎
に
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
在
地
枇
舎

が
高
度
な
自
律
性
を
も
っ
と
い
う
本
書
の
立
論
も
、
再
検
討
の
飴
地
が
あ
る

と
言
え
よ
う
。

第
五
に
、
一
八
世
紀
に
ミ

1
ラ
|
シ
ダ
|
ル
権
責
買
が
頻
繁
化
し
、
ミ
|

ラ
1
ス
髄
制
が
動
指
し
た
と
さ
れ
る
結
へ
の
疑
問
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
商

工
業
の
護
展
に
よ
る
ミ
l
ラ
1
シ
ダ
l
ル
権
買
買
の
頻
繁
化
が
、
遠
隔
地
や

大
都
市
在
住
の
ミ

l
ラ
l
シ
ダ
l
ル
を
生
み
、
ミ

l
ラ
l
シ
ダ

l
ル
の
支
え

と
な
っ
て
い
た
カ

l
ス
ト
構
造
を
弛
緩
さ
せ
た
と
さ
れ
る
。
カ

l
ス
ト
構
造

と
ミ

l
ラ
l
シ
ダ
l
ル
と
の
閥
係
の
問
題
性
に
つ
い
て
は
肢
に
論
じ
た
が
、

そ
れ
を
措
い
て
も
、
一
八
世
紀
に
カ
l
ス
ト
構
造
の
動
揺
が
見
ら
れ
た
の
か
、

本
書
の
議
論
は
説
得
的
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
会
八
世
紀
の
カ

l
ス

ト
構
造
の
動
揺
が
主
張
さ
れ
る
一
方
で
、
そ
の
一
八
世
紀
末
に
作
成
さ
れ
た

史
料
の
分
析
か
ら
、
村
や
マ
ガ
ン
に
お
い
て
少
数
カ

I
ス
ト
が
ミ

I
ラ
l
シ

ダ
I
ル
権
を
寡
占
し
て
い
た
こ
と
と
、
約
九
割
の
ミ

I
ラ
l
シ
ダ

I
ル
が
一

か
ら
二
村
に
だ
け
株
を
も
っ
「
村
落
レ
ベ
ル
の
存
在
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
指

摘
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
史
料
か
ら
は
、
全
憶
と
し
て
見
れ
ば
、
カ

1
ス

ト
構
這
の
動
揺
も
ミ

1
ラ
1
シ
ダ
|
ル
の
地
位
の
流
動
化
も
認
め
ら
れ
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
一
八
世
紀
、
ミ

1
ラ
1
シ

ダ
l
ル
穫
が
責
買
さ
れ
、
大
都
市
在
住
の
ミ

l
ラ
l
シ
ダ

l
ル
が
存
在
し
た

の
は
そ
の
通
り
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
う
し
た
事
象
は
合
健
か
ら
見
れ
ば

「
例
外
的
」
で
あ
っ
た
と
い
う
解
轄
は
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
南
イ
ン

ド
な
か
で
も
タ
ミ
ル
語
閤
で
は
、
土
地
に
釘
す
る
権
盆
の
責
買
が
チ
ョ

l
ラ

朝
期
に
は
既
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
先
行
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
。
チ
ョ

I
ラ
朝
期
に
貰
買
さ
れ
た
権
盆
と
ミ

l
ラ
l
シ
ダ

l
ル
権
と
の
異

同
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
本
書
の
課
題
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
車

な
る
ミ

l
ラ
l
シ
ダ

l
ル
権
責
買
の
事
賓
で
は
な
く
、
責
買
が
一
八
世
紀
に

頻
繁
化
し
た
こ
と
を
よ
り
明
確
に
一
不
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

第
六
に
、
「
村
落
リ
ー
ダ
ー
」
の
謹
一
践
に
つ
い
て
、
本
書
で
は
、
商
工
業

の
愛
辰
と
い
う
枇
舎
経
済
的
要
因
が
主
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
前
述
し
た

近
年
の
研
究
動
向
が
指
摘
す
る
地
域
政
権
に
よ
る
在
地
支
配
強
化
の
試
み
と

の
関
連
か
ら
検
討
す
べ
き
絵
地
も
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え

ば
、
村
落
リ
ー
ダ
ー
の
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
グ
ラ
マ
ァ
タ
ン
は
、

「
不
法
な
徴
収
を
し
て
い
る
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
」
、
「
行
政
的

な
意
味
の
村
長
」
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
不
法
な
徴
牧
が

「
合
法
的
」
な
徴
税
と
並
行
し
て
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
は
な
い
の
で
あ
ろ

う
か
。
少
な
く
と
も
、
不
法
な
徴
枚
と
い
う
一
黙
を
と
っ
て
、
彼
ら
が
「
行

政
的
な
音

彼
ら
に
よ
る
不
法
徴
牧
の
例
と
し
て
、
「
政
府
へ
の
課
税
帳
簿
か
ら
除
外
さ

れ
」
た
兎
税
地
を
「
政
府
の
土
地
(
課
税
地
)
と
し
て
」
、
そ
こ
か
ら
「
地

代
」
を
徴
牧
す
る
こ
と
が
奉
げ
ら
れ
て
い
る
の
を
見
て
も
、
彼
ら
が
徴
税
に

携
わ
る
「
行
政
的
な
意
味
の
村
長
」
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
賓
際
、
ジ
ャ

1
ギ
|
ル
地
域
の
西
に
位
置
す
る
同
じ
タ
ミ
ル
語
圏
の

パ
ー
ラ
ー
マ
ハ
ル
地
方
で
は
、
マ
イ
ソ

1
ル
王
凶
の
も
と
で
村
長
が
任
命
さ

れ
、
強
化
さ
れ
た
徴
税
行
政
の
一
端
を
捨
っ
て
い
た
。
村
長
が
不
法
徴
牧
に

象
徴
さ
れ
る
図
家
か
ら
自
律
し
た
行
動
を
と
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
し
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て
も
、
彼
ら
の
力
の
源
泉
と
し
て
村
長
職
の
地
位
と
権
限
が
も
っ
人
志
味
は
小

さ
く
な
か
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
な
お
、
本
書
に
も
村
落
リ
ー
ダ
ー
撞

頭
と
支
配
権
力
と
の
関
係
を
示
唆
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
(
例
え
ば
、
二
一

三
頁
)
o

伎
に
、
ミ

1
ラ
1
ス
健
制
の
解
健
を
招
く
村
落
リ
ー
ダ
ー
の
撞
頭

が
、
園
'
M
4
を
後
ろ
盾
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
図
家
は
ミ

1
ラ
1
ス

龍
制
に
依
存
し
た
存
在
で
あ
る
と
い
う
本
書
の
立
論
の
ひ
と
つ
は
見
直
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
「
序
論
」
に
よ
れ
ば
本
来
日
の
主
題
は
、
在
地
枇
舎
と
外
部
世
界

と
を
つ
な
ぐ
「
中
問
者
」
と
し
て
の
村
落
リ
ー
ダ
ー
の
情
窪
顕
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
グ
ラ
マ
ツ
タ
ン
に
つ
い
て
「
行
政
シ
ス
テ
ム
の
中
で
村
の
長
と
し
て

存
在
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
」
と
強
制
す
る
こ
と
は
、
彼
ら
の
「
中
間

者
」
と
し
て
の
機
能
を
分
か
り
難
く
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
少
な
く

と
も
行
政
・
徴
税
の
側
面
に
闘
し
て
は
、
彼
ら
は
村
法
と
園
家
を
つ
な
ぐ
と

い
う
よ
り
も
、
反
封
に
、
雨
者
の
間
隙
に
挟J

り
、
そ
の
閲
隙
を
さ
ら
に
慶
め

る
存
在
に
見
え
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
書
で
展
開
さ
れ
る
議
論
に
は
、
史
料
解
穣
や
史
料
に

よ
る
裏
付
け
と
い
う
黙
で
説
得
的
で
は
な
い
と
感
じ
ら
れ
る
筒
所
が
見
ら
れ

る
。
そ
の
原
因
の
一
端
は
、
本
書
が
主
に
依
擦
し
た
史
料
と
本
書
で
設
定
さ

れ
た
課
題
と
の
聞
に
埋
め
難
い
空
隙
が
あ
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
本
書
は
植
民
地
化
前
後
に
作
成
さ
れ
た
首
時
の
「
現
況
」
に
関
す

る
記
録
に
基
本
的
に
依
情
慨
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
著
者
の
問
題
閥
心
は
、

記
録
作
成
段
階
の
農
村
枇
舎
構
造
を
解
明
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
う
し
た

構
造
を
歴
史
的
愛
化
の
相
に
お
い
て
捉
え
る
方
向
に
向
か
う
。
つ
ま
り
、
一

八
世
紀
末
と
い
う
歴
史
上
の
一
時
黙
に
お
け
る
共
時
的
な
数
値
史
料
の
な
か

に
、
通
時
的
な
歴
史
的
繁
化
(
の
痕
跡
)
を
讃
み
取
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、

そ
れ
が
必
ず
し
も
説
得
的
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
在
地
枇
舎
の
構
造

や
そ
の
自
律
性
と
い
う
複
雑
な
問
題
を
論
じ
る
素
材
と
し
て
、
農
業
生
産
物

配
分
方
法
等
を
記
録
す
る
数
値
史
料
は
充
分
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
勿
論
、
本

書
で
は
数
多
く
の
記
述
史
料
も
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
全
て
イ
ギ

リ
ス
史
料
で
あ
り
、
国
家
と
の
閥
係
を
含
む
在
地
枇
舎
の
あ
り
方
ゃ
、
そ
の

歴
史
的
嬰
動
を
解
明
す
る
史
料
と
し
て
は
限
界
が
あ
る
と
一
百
わ
ざ
る
を
え
な

い
。
在
地
の
歴
史
を
記
し
た
所
謂
「
カ
イ
フ
イ
ヤ
ッ
ト
」
文
書
や
刻
文
等
の

現
地
語
史
料
を
あ
わ
せ
て
利
用
す
る
研
究
が
侯
た
れ
る
。

ミ
l
ラ
l
ス
髄
制
と
い
う
共
通
の
「
壮
曾
的
文
法
」
の
上
に
岡
家
や
在
地

枇
舎
等
が
自
律
的
に
並
存
す
る
と
い
う
園
式
は
、
「
園
家
と
枇
舎
」
の
二
分

法
を
超
え
て
全
躍
世
舎
を
把
握
す
る
試
み
と
し
て
評
債
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
に
指
摘
し
た
よ
う
な
論
詮
に
閥
わ
る
疑
問

を
別
に
し
て
も
、
在
地
枇
舎
が
脆
弱
な
図
家
に
到
し
て
自
律
的
に
存
在
す
る

こ
と
を
強
調
す
る
本
書
の
議
論
は
、
諸
王
朝
の
盛
衰
か
ら
超
然
と
し
て
存
在

す
る
村
落
共
同
位
と
い
う
奮
来
の
イ
ン
ド
史
像
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
勿
論
、

本
書
で
は
「
村
落
」
で
は
な
く
、
村
落
を
超
え
た
「
在
地
祉
合
同
」
が
再
生
産

の
単
位
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
枇
舎
経
済
構
造
の
支

え
と
し
て
の
「
カ
|
ス
ト
」
の
役
割
を
強
調
す
る
勤
、
山
田
十
位
の
白
己
完
結
性

を
想
定
す
る
貼
で
も
、
村
落
共
同
樫
論
と
の
類
似
性
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。

ま
た
、
本
書
で
は
、
ミ

l
ラ
l
ス
樫
制
内
の
職
分
/
取
り
分
権
と
い
う
意
味

で
の
ミ

l
ラ
l
ス
権
の
な
か
に
、
凶
家
の
徴
税
権
を
は
じ
め
、
お
そ
ら
く
は

首
時
は
「
ミ

l
ラ
l
ス
権
」
と
呼
ば
れ
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
催
候
も
含

ま
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
自
艇
は
、
ミ

l
ラ
l
ス
権
を
分
析
概
念
と
し
て
用

い
る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
さ
せ
れ
ば
、
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。

し
か
し
、
徴
税
権
ま
で
含
む
多
種
多
様
な
権
盆
を
ミ

l
ラ
l
ス
権
と
一
括
り
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に
し
た
と
き
、
モ
デ
ル
と
し
て
の
ミ

l
ラ
l
ス
髄
制
の
明
断
性
や
包
括
性
は

増
す
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
一
方
で
モ
デ
ル
が
捕
捉
で
き
な
い
、
あ
る
い
は
、

隠
し
て
し
ま
う
枇
舎
の
複
雑
な
部
分
も
ま
た
大
き
く
な
る
の
で
は
な
い
で
あ

ろ
う
か
。
「
園
家
と
枇
舎
」
を
相
互
に
関
係
付
け
な
が
ら
包
括
的
に
把
握
、

記
述
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
、
そ
う
し
た
方
法
論
卜
の
模
索
は
前

近
代
南
イ
ン
ド
史
研
究
に
と
っ
て
今
後
も
大
き
な
課
題
と
し
て
残
り
績
け
る

で
あ
ろ
、
っ
。

最
後
に
蹟
末
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
本
書
に
は
同
有
名
の
カ
ナ
表
記
や
形

式
等
に
関
す
る
不
備
が
や
や
目
立
つ
。
例
え
ば
、
同
じ
デ

1
タ
を
も
と
に
作

成
さ
れ
た
表
と
岡
グ
ラ
フ
で
数
値
が
異
な
っ
た
り
(
四
三
頁
)
、
全
く
同
じ

内
容
の
二
つ
の
表
が
異
な
る
表
題
で
績
け
て
登
場
し
た
り
す
る
(
六
八
六

九
頁
)
o

形
式
上
の
不
備
と
は
異
な
る
が
、
ア
ル
コ
ッ
ト
の
ナ
ワ
l
ブ
の
ひ

と
り
と
し
て
言
及
さ
れ
る
「
マ
フ
フ
ズ
・
カ
l
ン
」
(
一
二
五
百
ハ
)
は
、
ナ

ヮ
l
ブ
の
一
族
で
は
あ
る
も
の
の
ナ
ワ
l
ブ
位
に
つ
い
た
こ
と
は
な
い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
先
行
研
究
の
紹
介
と
批
判
の
中
で
司
C
H円
F
L
F
O

E-)見
己
互
に
「
無
任
所
資
本
家
」
の
誇
語
を
あ
て
て
い
る
が
、
逆
説
的
な

意
誇
と
し
て
も
疑
問
を
覚
え
る
。二

O
O
八
年
二
月
東
京
東
京
大
学
出
版
曾

ml十
二
六

O
頁
〔
わ
り

l
問
。
呂
付
〕
一

0
0
0
0国

A
五
版
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